
葛飾柴又の文化的景観  （郷土と天文の博物館ホームページへ） 

 

重要な構成要素「二天門
に て ん も ん

」 

建築：1896（明治 29）年 

帝釈天の景観を構成する要素 

 

1896（明治 29）年に落慶
ら っ け い

した入母屋造瓦葺
い り も や づ く り か わ ら ぶ き

の柴又帝釈天
たいしゃくてん

（経栄山
きょうえいざん

題経寺
だ い き ょ う じ

）の玄関口となる門です。日光東照宮（栃木県）

の陽明門
よ う め い も ん

を模したと伝えられ、江戸期建築の最後の名匠
めいしょう

と言わ

れた坂田留
さ か た と め

吉
き ち

棟梁
とうりょう

によって造りあげられた、江戸期の寺社建築

の系譜を受け継ぐ、総欅
けやき

造りの豪壮な構えの楼門
ろ う も ん

です。 

屋根は唐破風
か ら は ふ

(注１)とその上に千鳥破風
ち ど り は ふ

(注２)を付す江戸期以来

の伝統的な社寺建築の形式を有します。楼門は二層からなり、下

層には中央を通路とし、参道側から見て右手に増長天
ぞうちょうてん

(注３)、左手

に広目天
こうもくてん

(注４)を安置しています。上層は一室となっており、四周

に高欄
こ う ら ん

付きの縁が廻らされています。 

彫刻も豊かに施されており、帝釈堂
たいしゃくどう

の正面に位置する楼門と

して高い格を与えられたものであることがうかがえます。表側

の彫刻は横浜住吉町の彫物大工 加藤勘造
かんぞう

一門、裏側は名人「波

の伊八
い は ち

」の系譜をひく四代伊八・信
の ぶ

明
あ き

によるものといわれていま

す。通路側の門の上には、神猿
ま さ る

を従えた帝釈天の像が掲げられ、

各所に庚申
こ う し ん

信仰
し ん こ う

との関連が想定される猿が忍び込ませてあり柴

又帝釈天ならではの細工が見られます。 

この二天門の落慶から３年後の 1899（明治 32）年、柴又に帝

釈人車
じ ん し ゃ

鉄道
て つ ど う

が開通し、近代化が進んでいきます。それに伴い、よ

https://www.museum.city.katsushika.lg.jp/bunkazai/shibamata/


り多くの人々が帝釈天を訪れるようになり、二天門はその入口

で参詣客を迎える象徴的な建造物として存在感を示していくこ

とになりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（注１）破風とは入母屋造りなどの屋根の両端の三角部分のこと。唐破風はそのうちの反転曲線

を持った山形の破風（日本国語大辞典） 

（注２）屋根の斜面に取り付けた三角形の破風（日本国語大辞典） 

（注３）帝釈天に仕える四天王の 1つで南方を守護する神（日本国語大辞典） 

（注４）帝釈天に仕える四天王の 1つで西方を守護する神（日本国語大辞典） 
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大正末期～昭和初期頃の 

二天門 

（原資料：個人蔵） 

昭和 40年頃の参道から見た 

二天門（個人蔵） 


